
編集後記
　開学当初に創刊号を出したr研究年報』が第3号となりました．今号にも御研究の成果

を進んで寄稿していただいた結果，諸分野にわたる論文を収めることができました．前号

と同じく，内容にしたがって人文・社会・自然の3分野順に掲載し，英文のものを最後に

してあります．

本学が開学の3年目，学生受入れの初年度に至って，教授陣は一層多彩になりつつあり

ます．それで，r研究年報』も体裁内容ともにこれに対応して行く必要があります，1，2年

の編集は開学間もない段階で不手際がありましたが，今号はとくに印刷面の改善をはか

り，学術的内容を盛るにふさわしいように改めました．

　r研究年報』は研究機関としての放送大学の姿勢と内容を示すための年次報告で，大学

の顔や頭脳にあたるわけですから，今後もより良くして行きたいと思います．そのため

に，お気づきの点はアドバイスを下さるようお願いします．（和田久徳）

昭和61年3月
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